
1

SPSS Open House 2005
セミナー満足度調査

エス･ピー･エス･エス株式会社
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概要概要

開催概要

日時 ： 2005年11月8日（火）-9日水）

会場 ：東京ドームホテル B1F

全来場者数：1200名

アンケート概要

実施方法：Website

告知方法

会場プログラムNAVI

開催後のフォローメール

実施期間：11月08日（火）～30日（水）

回答者数： 316名

回収率： 26.3% ( = 316÷1200 )
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回答者の回答者の参加日数参加日数

度数 パーセント

両日 192 60.8％

1日目のみ 86 27.2％

2日目のみ 38 12.0％

合計 316 100.0％

【参加日数】

1日目のみ

2日目のみ

両日参加
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質問項目質問項目
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セッションセッションA6A6 多摩大学多摩大学 酒井先生酒井先生

聴講者数：178名（内アンケート回答者：53名）

アンケート結果

【満足度】

【難易度】

【役立度】
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講演者へのメッセージ・感想（講演者へのメッセージ・感想（A6A6））
いろいろなヒントがいただけました。

書籍の内容をそのまま実演されていた感じでよかったです。酒井先生のHow to本はわかりやすいですね。

講師の方も気にしていたが、説明のスピードが少し早かった。

すぐに役立つ方法を教えてもらえたので、非常にありがたかった。最後の質問で、ある意味嫌がらせ的な内容でしたが、
あのような質問はSPSSの司会者の方で、うまく裁けなかったのでしょうか？

SPSSのマニアックな使い方を教えていただきとても楽しかった。SPSS社でも最近はClementineなどの新製品の講演が
多かった中で、SPSS base を基調とした少しつっこんだ講演で非常に興味深く見せていただいた。 このレベルの講演は
今後必ず1つや2つは入れて欲しいと思う。

著作も読ませていただいておりましたが、先生の知識の多さを垣間見ることができた気がいたします。ありがとうございま
した。

Syntaxについてさらに範囲を拡張して講義をお願い致します。

ヘビーユーザーからの知恵をいただこうと思い、出席しました。実際にPCを使ったデモを行ったほうが効率的だったような

気がします。

難しい内容でしたが、大変丁寧に説明していただいたと思います。最後の質問者の意図は分かりません。大変不愉快に
感じました。（先生は大変だったのでは思います）

実践もやって欲しい

進行が早く、少し疲れた。

つまらない質問者がいたため残念だった。

内容は、とても参考になりました。次回もぜひお願いします。QAで、よくわからない質問をしていた人がいましたが、司会

の方が途中で止めさせて良いと思いました。他の来場者の迷惑と思いました。

ちょっと専門的すぎた気がする。



7

講演者へのメッセージ・感想（講演者へのメッセージ・感想（A6A6））
実務上の注意点が、良くわかりました。これから注意して調査に望みます。

例題を使ってのセッションだとよかった。クレメンタインの説明は実践的で良かったが、研究に使いたかったので次回は、
研究用の説明を期待したい

私には難しすぎました。

シンタックスってどう使うのだろうと思ってましたが、具体的な例が豊富で、講演内容自体がすぐに使えるとともに今後の
応用が利きそうに感じています。

実践的な内容で大変勉強になった。密度も濃く、多くのTIPSをきけて得をした気分になった。

シンタックスという意味さえしっかり理解しないまま受講しておりましたが、先生のお話を拝聴し、理解できました。SPSS初
心者なので、すぐに業務に活かせるかどうか・・・というところですが、そういう機能があるということを知ったことは大きいと
思います。ありがとうございました。

加工には常日頃苦戦しているので、かなり勉強になったし、スッキリする部分も多々あった。ぜひ活用していきたい。

著書も全部読んでます。非常に中味の多いプログラムで即日役立つことが多く、感激しました。

具体的なSPSSの使い方が見えてきた。すぐ使えるわけではないが、何を勉強しなければならないかイメージがついた。

内容のボリュームもあるかと思うのですが、講師の先生がやや早口でしたので、内容が少々わかりずらかった。

すぐに活用できるデータ加工やシンタックスが学べてよかったです。

司会がいらっしゃらないため、酒井先生のセッション後の質疑応答の際に的のずれた質問をする方がいて、不快に感じた
。できれば、しっかりとした司会を立てていただいて、質問を取捨選択していただきたい。

SPSSのベースで使えそうな技術を教えていただけたので、よかったと思う。

質問に場違いのものがあったが、運営者は早く対応しないと、講演者および参加者も気まずくなります。

SPSSを使用する際に必要以上に時間がかかっていることが分かった。効率化する糸口を呈示していただけた。



8

その他のコメントその他のコメント

予想していたよりも高度な話や実践的な話がきけた。特に2日目のA-6の酒井先生の話しは非

常に勉強になった。

チュートリアルA-3（共分散実践）やA-6（SPSS実践）は、わかりやすく、自分でもすぐに試せる内

容でよかったです。


	SPSS Open House 2005�セミナー満足度調査
	概要
	回答者の参加日数
	質問項目
	セッションA6 多摩大学 酒井先生
	講演者へのメッセージ・感想（A6）
	講演者へのメッセージ・感想（A6）
	その他のコメント

